
治療同意書（ピアスの⽳あけ） 

 
たかいわクリニック御中  
ピアスをあけるにあたり、ピアスをあける事の危険性について以下よく理解しピアスをあけることに同意いたします。  

 

合併症・後遺症について ・ 術前にご理解いただきたいこと 
ピアスの⽳あけの施術において起こりえる合併症・後遺症については、「医療過誤」とは成り得ないことを下記の内容も含め⼗分理解しました。 異議申⽴ては致しません。  
 
① ピアスの⽳あけをしてから、細菌感染による化膿,ヘルペスなどのウイルス感染が起こることがあること。  
② ⾦属アレルギーがある場合,チタンピアスをお勧めしていますが、アレルギーの発⽣をすべて抑えることはできないこと。  
③ ピアスの⽳あけをしてから、体質によってピアス周囲にしこりが出来ることがあること。  
④ ケロイド体質の⽅は、ピアス周囲の⽪膚が⾚く盛り上がる可能性があること。  
⑤ ピアスとキャッチ(留め⾦)の幅を狭くすると、ピアスあるいはキャッチが、⽪膚の中に埋まってしまう可能性があること。  
⑥ ⽇常⽣活において引っ掛けるなどしてさけてしまう可能性があること。  
⑦ ピアス⽳を開けた際に出⾎することがあること。  

⑧ ピアッシング後は2〜3ヵ⽉間はファーストピアスをつけたままにしておくこと。 
⑨ 常に感染の危険性がありますので、消毒は不要ですが何かあれば患部を⽔道⽔で洗い流すなどして清潔に保つこと。  
⑩ ピアス⽳の完成は、体質によって異なりますが、⼤体の⽬安として、最低でも2〜3ヶ⽉と考えてください。（ピアスを外して,ピアスが湿っている場合にはまだピアスホールは完

成していません。）その期間は絶対に外すことのないようにして下さい。 
やむを得ずお外しになった場合には、再度つけなおしが必要となります。その際は施術料3,000円（税別）申し受けます。 

⑪ セカンドピアスに付け替える場合には、ピアスホールとセカンドピアスを消毒してからセカンドピアスをつけてください。  
⑫ ピアスを外したままにしていると、ピアス⽳は閉じます。閉じた場合はご⾃⾝の責任になります。  

⑬ ⽿たぶ下⽅への施術はお断りしております。それでも希望される場合は、下⽅に開けた際のリスクを充分ご理解いただいたものとする。 
  下⽅へ開けた場合、再度開け直しをしなければならない または 処置をする必要が起こり得ます。その際は別途料⾦が発⽣します。 
⑭ ピアッシング当⽇の洗髪はさけること。 
⑮ ピアッシング後、ピアスホールを不潔にするなどして感染症になる可能性があること。 
⑯ その他不測の事態が起こる可能性があること。  
 
※施術直後 または ファーストピアス装着期間中、⾦属アレルギー様の症状など不調が出た場合、ご予約の上ご来院頂くことは可能です。 
 その際は処置料1,000円（税別）申し受けます。 
 お薬を処⽅する場合もありますので、ご⼀緒に保険証を必ずご持参下さい。 
 
同意書記載⽇       年    ⽉   ⽇  
 

⽒名︓                        
 
住所︓                                        
 
私は上記の申込者が未成年であることから 法定代理⼈（親権者）として、貴院において申込者が診療・治療を受けることに同意致しま

す。  

 
親権者︓                       
 
住所︓                                        


